
分解度試験報告書
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N，N，N，N一テトラアルキル1又はアルケニル，

アルキル又はアルケニルの1個以上はC＝8～24

で他はCニ1～51第4級アンモニウム塩

〔セチルトリメテル丁ンモニウム；ブロミドにて

試験実施）

〔試料茄K－665）

ClgH≧2NBr

364．5

　　　　㊥　　　　e
〔ICIT3〕3NCエ5H3a〕B聾・

IRスペクトル

lMSスペクトル

…NMRスペクトル1

白色粉末

（図一　9参照）

（図一10参照）

（図一11参照〉

99％以．丘（ 特級試薬使用）

対水　200Oppm以上
対　エタノール、メタノール、クロロホルム

　　　　　　　　　　500Oppm以上

2

5

試験期間　　昭和58年11月8日～昭和59年5月9日

試験方法及び条件

鑑難三／・警鞭・一一

5て　試験条件

（a｝　生分解試験条件

　（1）微生物源：標準活性汚泥50ppm

　（2）　供試物質濃度：10日ppm

　③試験液量：3eo扁
　（4）試験期r粥：28日間

㈲　試験装置

　　閉鎖系酸素消費量測定装置　標準型

（の　試料の採取

　　供試物質を天秤で5巳0叩籾種し各培養ビンに添加した。

（d｝　BOD狽r」定装｛置’＼のセット状況
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水　系：6，訓　　　一汚泥系lz01



52　直接定量分析

（a）使用分析機器及び条件

　全有機炭素分析計

　　型式島津丁OC－10B
　　　T　C　炉

　　　　温　度　　　　goo℃

　　　　流　 量　　　　 200祀／』山

　高速液体ク・マトグラフ

　　型　　　式　　　C　B　C組立

　　カラム　 5㎝x4．6㎜¢
　　固　　定　　相　　　　　Hypersil　NH2

　　溶　離　液　　　 20％メタノール水溶液＋α001M

　　　　　　　　　　ンスルホン酸ナトリウム
　　1
　　…検　出　器　　　uv

　　l　　l波長210nm（図一7参照）
　紫外可祝自記分光光度計

　　型　　　式　　　日立200－20

　　波長60アnm〔図一8参照）
　　スリット幅　　　2．口nm

　　使用セル　　　セル長10㎜，石英

1一ペンタ

（b）

分析試料の前処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・操作

　　　　　　　　　　　試験液500祀←添加

　　　　　　・分取10認
　　　　　　・遠心分離　　　←ブロモフェノールブノL一溶液5溜

　　　　　　150009×10分）　←塩化ナトリウム　　909
　　　　　　　　　　　　　←クロロホルム　　　90認
、匝列国　：壽・書

　　　　　　水層．　　クロロ加レム層

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・脱水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・定容犯O房
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・分取　　1罵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ＾・クロロホソレム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・定容　50雇

　　　　　　　　　　　　　　　　吸光光度計試料

4．試験結果

分解度〔％） 付　　図 付　　表

酸素消費量による結果 口 図一1 表一1

TOC計に　よ　る結果 17 図一2 表一2

LC　に　　よ　る　結　果 19 図一5 表一3

吸光光度計による結果 0 図一4 表一4

7日目のアニリンの分解度70％（図一可，表一1参照）



5．考　察

　J　l　S　K－3362（合成洗剤試験方法）の抽出法　を用いたV　I　S

法によると供試物質全量の残留を確認できたことから、TOCおよびL　C

分析による分解度は、供試物質の汚泥への吸着による減少を示していると

考えられ、生分解は生じていないと結論される。

＊四級アンモニウム塩とブロモフェノールブルーとの反応による呈色錯

　体をクロロホルムで抽出する方法
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　　　　　1（一ε63　分解度

分解度＝（BOD－B〕／TOD×100一一2・5／80・4×100＝隔3％＝O％

　ただし

　・B。・』一B叡座回＋回）／・3個一三』二一『』一

　　　　　＿〔o．Omg＋o．Omg＋o．Omg〕／3－2・5畑8

　　　　　＝一2．5　mg

　TゴD云3。函x・2纏f釣∫杢．魑．一一

ここで

　ClgH42NBr＋30．502一）19COl＋21H20＋NO2＋Er

　30，二502／C1－gH－42NBr－9ア5・9／364・5＝2・68

7日齢アニリンの分醸〒（BOぴ’B）／丁咽二 撃戟j＝7。‘

鵠灘罪瑠罫究』1粛1
一』兜翌』三態｛9』⊇、鰹璽三流饗譲舞1重1




